
・ＮＥＣでキャリアスタート
・アメリカ留学で海外情勢を学ぶ
・シティバンク・フィデリティ・
東京スター銀行などの外資

系金融機関本部機構にお
いて企画部長などの職責
でマーケティング統括・事
業戦略立案遂行等に従事

・１９６２年  鹿児島県  枕崎市
生（川越市在住２９年目）

・福岡大学  工学部  電気工
学科 卒業

・川越市マレットゴルフ連盟顧問
・ひろやマレットゴルフ愛好会理事
・仙波小地区スポーツ振興連絡協議
会顧問

・川越市鹿児島県人会事務局長
・脇田本町ソフトボール部顧問
・脇田本町グランドゴルフ愛好会顧
問など 

（３ページから）

水害から市民を守るという視点も含めた都市計画を策
定する上では、５０年後、１００年後を見据えた長期的
視点に立って考察することこそが、市民にとってもこれ
から川越に住む方々にとっても、住んでよかったと感じ
ていただける都市の構築につながるのではないかとの考
えに基づき、水害から市民を守るための都市計画につい
ての市の考えについて問うたところ。

浸水想定区域内の居住誘導区域はこのままで良いのか？
本市には多くの河川が流れる中で洪水浸水想定区域を
一律に居住誘導区域外とすると、既成市街地の広い範囲
が居住誘導区域外となってしまう。また、水害リスクに
ついてはある程度予測可能であり、行政による情報発信
と避難勧告、指示により事前の避難行動が可能であるこ
とから、市民に洪水浸水想定区域に係る周知を徹底する
ことや水害対策を講じていくことを前提に、洪水浸水想
定区域の一部を居住誘導区域に含めていると、まず居住
誘導区域に関する考え方が示されました。

災害から市民を守る都市計画とは？
また、本市において水害をはじめ様々な災害に対応で
きる都市づくりを推進するため、本市においては居住誘
導区域等の中に洪水浸水想定区域が含まれることも踏ま
え、各種災害のリスク評価を行った上で、地区ごとの課
題について整理し、またそれらの情報をこれから転入す
る方も含め、市民にも広く周知することで、地域の防災
対応能力の向上も図りながら、ハード、ソフトの対策を
組み合わせた対策について、関係部局、関係機関とも連
携しながら取り組んでいきたいとの都市づくりについて
の考えも示されました。
居住誘導区域の考え方は難しい課題ですが、社会イン
フラの計画も含め、今後も様々な観点から都市計画の在
り方について議論して参りたいと考えております。

～災害等における水道インフラ対策について～
令和６年３月議会・一般質問

災害時の対応力は大丈夫か？
本年元旦の能登半島地震では多くの世帯で断水が生じ
たことは皆様もご存じのとおりですが、川越市はどの程
度の断水リスクが有るのかを検証すべく一般質問いたし
ました。今回の質問の中で、上下水道局の職員の能登地
域での給水活動について伺いました。金沢との往復にお
いて１０時間を要する大変困難な活動内容であった様で
す。活動された皆様に心より敬意を表したいと思います。
今回の質問を通じて川越市においては水道本管総延長

1,489 km の内 26.6％と耐震化が進んでいない状況が明ら
かになりました。年約 20 km の耐震化に留まっているこ
とから、現状のペースでは完了まで、なんと 54 年という
途方もない年月が掛かることも明らかになりました。今
後も対応力の強化を進めて貰うよう努めて参ります。
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視点に立って考察することこそが、市民にとってもこれ
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導区域等の中に洪水浸水想定区域が含まれることも踏ま
え、各種災害のリスク評価を行った上で、地区ごとの課
題について整理し、またそれらの情報をこれから転入す
る方も含め、市民にも広く周知することで、地域の防災
対応能力の向上も図りながら、ハード、ソフトの対策を
組み合わせた対策について、関係部局、関係機関とも連
携しながら取り組んでいきたいとの都市づくりについて
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居住誘導区域の考え方は難しい課題ですが、社会イン
フラの計画も含め、今後も様々な観点から都市計画の在
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災害時の対応力は大丈夫か？
本年元旦の能登半島地震では多くの世帯で断水が生じ
たことは皆様もご存じのとおりですが、川越市はどの程
度の断水リスクが有るのかを検証すべく一般質問いたし
ました。今回の質問の中で、上下水道局の職員の能登地
域での給水活動について伺いました。金沢との往復にお
いて１０時間を要する大変困難な活動内容であった様で
す。活動された皆様に心より敬意を表したいと思います。
今回の質問を通じて川越市においては水道本管総延長

1,489 km の内 26.6％と耐震化が進んでいない状況が明ら
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途方もない年月が掛かることも明らかになりました。今
後も対応力の強化を進めて貰うよう努めて参ります。
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～ＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）による財源確保について（企業誘致編）～

多様化する市民ニーズに川越市は
本当に応えられるのか？
～シニアに生きがいを～

高齢化社会を乗り切るために！
～水害から市民を守るための都市計画について～

災害から市民を守る！
～災害等における水道インフラ対策について～

災害時の対応力は大丈夫か？

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。
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令和６年度川越市一般会計予算
１，２８４億円  過去最大規模！
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財源なくして政策なし
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子どもたちに若者に夢を
● 個性を生かした夢の創出を推進
● 夢で育まれる「生き抜く力」を助成
● チルドレンファーストの街へ

シニアに生きがいを
● 予防医療と健康寿命延伸の推進
● 充実したシニアライフの事前支援
● シニアが輝く多彩なプランの実現

川越を世界へ
● 川越の観光資源を世界へ
● 先進デジタル技術に対応した街へ
● 国際レベルの持続可能な街へ

川越を生かす
● 伝統産業が一層充実した街へ
● 企業誘致推進で雇用創出充実の街へ
● 地場産業が安定的に発展する街へ

川越を育てる
● 川越都民にも住みよい街へ
● 健常者も障がい者も輝ける街へ
● 介護も医療制度も充実した街へ

川越を守る
● 特殊詐欺からシニアを守る街へ
● 災害に強い街へ
● ハザードマップが生かされた街へ

記
事

記
事

記
事

中原ひでふみ４期目重点政策

～ ～  編集後記  ～ ～
今回のレポートでは、一般質問を中
心に報告させていただきましたが、こ
の１年の間に地域の皆様をはじめ、多
くの市民の皆様さまからいただきまし
たご要望やご意見を実現すべく努力し
て参りました。
また、会派としての重要施策要望と
ともに、皆様からいただきましたご要
望を市長あてに提出させていただいて
おります。
これからも、市民の皆様のより良い
暮らしのため、尽力して参ります。

６月 １．  ＥＢＰＭ （証拠に基づく政策立案） によ
る財源確保について（企業誘致編）

９月 １．水害から市民を守るための都市計
画について

12月 １．シニアに生きがいを
３月 １．災害等における水道インフラ対策

について
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６月 １．西部地域振興ふれあい拠点施設について
２．川越市の情報化政策について

９月 １．財政規模と行政サービスの安定化
12月 １．市内各施設に投下される費用対効

果について
２．企業誘致の今後について

３月 １．川越市の観光政策について
６月 １．西部地域振興ふれあい拠点施設の

民間にぎわい施設について
２．川越市の情報化政策について（パート２）

９月 １．民間にぎわい施設の諸状況について
２．川越市の防犯政策について

12月 １．行政改革について
２．コミュニティサイクルについて

３月 １．農業政策について
６月 産業建設常任副委員長就任
６月 １．行政改革と市税等収納について
９月 １．民間力を活かした政策について
12月 １．社会資本マネジメントについて

（通告しましたが１２月議会空転のため一般質問は出来ませんでした。）
３月 １．社会資本マネジメントについて

２．情報化政策について　
６月 １．高齢化対策について
９月 １．災害対策としての企業誘致について

２．川越都民について
10月 議会運営副委員長就任・議会運営に注力
５月 総務財政常任委員長就任
６月 １．教育におけるＩＣＴ（情報通信技術）の利活用について

２．高齢者等を対象とした公民館の活用について
３．川越駅東口について

９月 １．児童遊園と都市公園について
２．川越市駅周辺のまちづくりについて
３．準用河川久保川について

12月 １．ウェスタ川越の各施設について
３月 １．夜間の観光振興対策について
４月 議会運営副委員長就任・議会運営に注力
10月 １．高層ビルに対する消防行政の体制

について（消防議会）

４月 副議長就任・議会運営に注力

（議長は議会を代表する地位にあり議場
の秩序の保持や議事の整理や議会の事
務処理を行います。副議長は議長が出
張や病気等で不在のときに議長の代わ
りを行います。）

４月 議会運営副委員長就任・議会運営に注力

９月 １．グラウンドゴルフ、マレットゴル
フ推奨のための環境整備について

２．持続可能な行財政運営について

３月 １．高齢者の生きがいづくりについて
２．子どもの個性や長所を伸ばすために

５月 議会運営副委員長就任・議会運営に注力
（議会運営委員会は、２人以上の所属議
員を有する各会派から選出された委員
で構成され、議会を円滑に運営するた
めに設置されており、  年４回開催され
る定例会や臨時会の開催日程の調整・
本会議の進行の確認などを行う重要な
役割を担っています。）

６月 議会運営委員長就任・議会運営に注力

６月 川越地区消防組合議会議長就任
９月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について

２．行財政運営におけるデータ活用について
12月 １．社会資本マネジメントとコンパク

トシティについて
３月 １．社会資本マネジメントにおけるイ

ンフラ施設について
６月 １．川越都民について（パート２）
９月 １．断水への備えと対策について
12月 １．人生における行政との関わりにつ

いて
３月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題につ

いて（パート２）
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これまでの全一般質問年度
～ＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）による財源確保について（企業誘致編）～

令和５年６月議会・一般質問

多様化する市民ニーズに
川越市は本当に
応えられるのか？

皆様はＥＢＰＭという言葉をご存じでしょうか。ＥＢＰＭ（エ
ビデンス・ベースト・ポリシー・メイキング：証拠に基づく政
策立案）とは、政策の企画をその場限りのエピソードに頼るの
ではなく政策目的を明確化した上で合理的根拠（エビデンス）
に基づくものとすることであると内閣府では説明しています。
すなわち、過去の経験値のみで政策の企画を立てるのではなく
客観的な数的統計データ等を用いて政策立案をする必要がある
と解されると考えます。
私は、外資系金融機関において、支店の統廃合ならびに新規
開設を行った際、様々なデータの分析を行いながら支店をどの
ようにすべきかの決定を行った経験からＥＢＰＭの重要性を身
をもって実感しております。
皆さんも企業立地を行うことは財源確保の観点からも重要な
施策であるということはイメージできると思います。今回私は、
企業立地を推進する上でＥＢＰＭに基づいて政策を進める必要
があるのではないかということを提唱させていただきました。

企業付加価値額の高い企業の誘致を！
市では、現在、製造業等を想定して、一定程度の規模のある
物件のみの情報収集は行っているものの企業付加価値額の高い
インターネット関連や情報サービスを行っている企業など向け
の企業立地には目を向けていなかったことが、私の一般質問で
明らかになり、市としても、そのような企業誘致の重要性につ
いても認識し、今後調査研究を進めるとともにＥＢＰＭによる
企業誘致を推進していくということを確認しました。また、令
和６年３月議会の産業建設常任委員会において、令和６年度予
算においてインターネット関連等の企業付加価値額の高い企業
誘致に向けた調査も実施するということを確認いたしました。
表紙の一般会計予算のグラフを見てもわかる通り、令和６年
度予算も民生費が４５％を占めており、財政的に厳しさを増し
ていることが伺えます。多様化する市民ニーズに応えるために
もＥＢＰＭによる企業誘致の重要性をご理解いただけたかと思
います。今後も私の１３年間変わらぬモットーである「財源な
くして政策なし」の観点からもＥＢＰＭによる財源確保につい
て提唱して参ります。

～シニアに生きがいを～　　　令和５年１２月議会・一般質問

高齢化社会を乗り切るために！
私は令和４年１２月議会における「人生における行政との関
りについて」の一般質問の中で、「シニアに生きがいを」持って
いただくための施策について提案させていただいたことは、以
前のレポート（３４号）で報告させていただきましたが、１年
が経過した今議会で進捗状況等を確認させていただきました。
シニアの方で、今現在サークル等に参加されている方も、初
めてそのサークルに参加する時期があったわけですが、その際
どのようにそのサークルを探したのでしょうか。友人からの紹
介や誘いであったり、公報などを見たり、ご自宅の近くの公民

館などのサークルを探されたなど、様々であったかと思います。
最近では、仕事を終えられて、第二の人生を過ごそうと川越
に引越して来られる方もいらっしゃる様です。また、川越に住
んでいる方でも仕事をしている時は地域との繋がりが薄く、定
年に限らず、いよいよ第二の人生を送ろうと、自分の趣味など
の地域にあるサークルを探そうとしたときにどうやって探そう
かと悩む方も多いのではないでしょうか。

全てのシニア向けサークルの情報収集＆提供を！
川越にある大小を問わず全てのサークルを１つ（データベー
ス）にまとめ、その情報をカテゴリ（趣味の分類）や地域（地域別）
の検索項目で検索出来るようにし、ホームページや地域の公民
館などのシニアの方が訪れる可能性の高い施設で検索できるよ
うにすることで、ご自身で探したり、市の施設で職員に相談す
ることが出来るようにすることが、私の考える理想的な仕組み
としての「ハッピーライフ窓口」であるということを、今議会
でも改めて説明し、理解していただきました。
現状では、市に登録しているサークル等限られた情報に留まっ
ていることと、簡単に自分の探したい情報にたどり着けないこ
とから、情報の充実と効果的な検索の仕組みづくりに取り組ん
でもらうよう提言いたしました。今後も現在の高齢化社会を乗
り切るためにも、シニアの方々の生きがいづくりのため尽力し
て参ります。

～水害から市民を守るための都市計画について～
令和５年９月議会・一般質問

災害から市民を守る！
近年、頻発化、激甚化、広域化する自然災害、特に豪雨等が
もたらす水害についての被害状況には、各地の惨状を垣間見る
中で身につまされる思いと、その被害状況の悲惨さに驚愕の念
を隠しきれない思いでおります。また、今年の元旦に発生した
能登半島地震には震撼させられた方も多いのではないでしょう
か。この地震においてお亡くなりになられた方々のご冥福をお
祈りいたしますとともに、遺族ならびに被災された皆様に心よ
りお見舞い申し上げます。
川越市においても、災害リスクが年々高まってきていること
に鑑み、昨年９月と本年３月議会で災害から市民を守るための
施策について一般質問させていただきました。

浸水想定３メートル以上の区域の避難対応は？
川越市の洪水浸水想定区域は川越市全体の約５０％であり、
居住誘導区域では３０％超であることは、過去のレポートでも
報告させていただいておりますが、今回、洪水浸水想定区域の
約３５％が３メートル以上の浸水が想定される区域となること
が明らかになりました。質問の中で、３メートル以上の浸水が
想定されている区域における避難場所の収容人数とその妥当性
について確認したところ、市としては指定緊急避難場所のうち、
３メートル以上の浸水が想定される場所については、水害時は
校舎の３階以上の教室が避難場所となることから、収容できる
人数を正確に想定することは困難であり、多くの避難者の受入
れは難しいものと考えている。こうした状況を踏まえ、今後は
洪水浸水想定区域外の避難場所を含め、より多くの避難場所を
早めの段階から開設するとともに、洪水浸水想定区域の外にあ
る親戚、知人宅への避難や安全な場所での車中泊など、分散避
難についても検討してもらえるよう、周知していきたいと考え
ている。との市の考えが示されました。　　　　　　　　（４ページへ）


